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 モンゴル国は国内に 1624 億トンの石炭資源を有し 1)，世界でも重要な石炭の輸出国である一
方，国内の一次エネルギーの大部分が石炭火力発電により供給されている。モンゴル国における




 石炭火力発電では副産物として燃焼させた石炭の内，約 10 % のフライアッシュが発生する 5)。
首都ウランバートル市に電力の大部分を供給しているウランバートル第四火力発電所 (以後，第
四火力発電所) ，現在建設中の第五火力発電所から排出されるフライアッシュは 2025 年には最大



































 モンゴル産フライアッシュに関する先行研究として Narantuya Batmunkh らはモンゴル国内で採
取したフライアッシュに対して，化学的検討を行った上で，モルタル試験体を作製し，圧縮強度
特性について報告した 15)。 
 J. Temuujin らはウランバートル第四火力発電所から入手した Baganuur 炭鉱より採取された石炭
から排出されたフライアッシュ (以後，Baganuur フライアッシュ)，Shivee ovoo 炭鉱より採取され
た石炭から排出されたフライアッシュ (以後，Shivee ovoo フライアッシュ) を混和材として使用し
た硬化体を作成し，建築物への利用可能性について検討した 16)。凍結融解試験の結果， Baganuur 
フライアッシュは，Shivee ovoo フライアッシュよりもライムや非結晶性のカルシウム化合物の含
有量が少なく，硬化体の耐凍害性が優れていると述べた。また，Baganuur フライアッシュ，




 高カルシウムフライアッシュを混和材として使用した先行研究として，Dan Ravina らはカルシ
ウム含有量が 10 % 以上（ASTM，Class C），10%以下のフライアッシュ（ASTM，Class F）をコ
ンクリート混和材としてそれぞれ多量に混和した際の圧縮強度への影響について報告した 17)。そ
の結果， Class C フライアッシュは反応性の高い結晶質又，非結晶質を多く含有するため反応性
が高く，特に早期の段階（材齢 90 日未満）での強度増進が顕著であった。その一方，Class F フ
ライアッシュの反応性は粒径の影響を受けるが，長期的に強度増進が継続した。 










 C.S. Poon らは Class Fフライアッシュを混和材として使用し，刺激剤として硬石膏 (無水硫酸カ
ルシウム) (以後，硫酸カルシウム) を添加し，促進養生を行ったモルタルの特性について検討し






びアルカリシリカ反応抑制効果の評価を目的に API 法を提案している 22)。その結果，モルタル試
験による活性度指数と API 値に高い相関関係が認められ，フライアッシュのポゾラン反応性を短
時間で評価できると報告した。さらに従来法である JIS 法の場合，ポゾラン反応性の評価に数ヵ
月を要したが，API 法の場合，1 - 2 日という短時間での評価を可能とした。 
 楠らはフライアッシュの品質評価として，未燃焼炭素量の元素分析計による定量法，モルタル







































て，半構造化インタビュー法を用い，解析方法として文献 29) の方法を採用した。 











るものである。本研究では，温泉法の硫酸バリウム比濁法 30) と若林が提案した簡易型 DVD 分光
器 31) 32) 33) 34) を組み合わせ，独自の新たな手法を開発した。本手法の開発に必要な化学分析，簡
















 鉱 (主に Baganuur 炭鉱，Shivee ovoo 炭鉱)，今後の首都ウランバートル向けの炭 
 鉱計画，炭鉱の環境対策 (主に Baganuur 炭鉱，Shivee ovoo 炭鉱) 

























図 1 本論文の構成 
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5. 本論文の構成  





































































単位量 (kg/m3)      実測スランプ 





164 356 0 1001 878 200 
FA-1-10 FA-1 10 164 320 36 999 878 225 
FA-1-20 FA-1 20 163 284 71 996 875 210 
FA-1-40 FA-1 40 162 212 141 991 871 205 
FA-2-10 FA-2 10 164 320 36 999 878 230 
FA-2-20 FA-2 20 164 284 71 997 876 225 
FA-3-10 FA-3 10 164 320 36 999 878 210 
FA-3-20 FA-3 20 163 284 71 996 876 205 
FA-3-40 FA-3 40 163 212 141 992 871 190 
FA-4-10 FA-4 10 164 320 36 999 878 215 


























































   (b) フライアッシュ置換率 20 % 










にもつながるため，非常に重要であると考えられる。    
 






材として使用したコンクリートの調合，図 2 (a)，(b) に各種フライアッシュ置換率 10 %，20 % の
圧縮強度試験結果を示した。    
 FA-1，FA-2 フライアッシュについては，材齢初期の段階で Normal の強度を上回り，FA-1 は置
換率 20 % ，FA-2 は置換率 10 % でいずれの材齢においても最も高い圧縮強度を示した 同様に 
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